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鉄ー炭素マノレテンサイトの焼き戻しの第 1 段階で形成される E一相は母体の鉄格子に coherent な六
方構造をもっと考えられているが，その詳細，特に炭素原子の状態についてはよく解かっていない。
メスパウアー効果の測定の結果，その電子状態はマノレテンサイトのものと本質的には異なるところが
なく， e:ー相が母体の格子に coherent であることが確かめられ，その析出の駆動力は歪エネノレギーの
緩和によるという考えを支持した。又，その構造は徐々に変化することもわかった。
析出の第 3 段階 lと於けるセメンタイト相の析出の前に χ- 相が析出するかどうかが長年にわたる論
争点であったが，メスパウアー効果の測定結果から χー相が実在し， そのメスパウアー・スペクトノレ










四重極効果等の値を決定した。それらの値を利用して，侵入原子と 2 個の第 1 隣接鉄原子との聞に存
在する共有結合性，伝導電子の遮蔽効果，格子歪み，の効果等を論じ，理論的考察と併せて，侵入型
合金の構造に関する基本的理解を大巾に進めることができた。 またマノレテンサイトの焼戻し過程か
ら，乙れら合金における化合物の電子状態についても多くの新らしい知見をえている。
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